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機械器具09　医療用エックス線装置及び医療用エックス線装置用エックス線管
一般 X線透視診断装置用電動式患者台 JMDN　40658000

間接Ｘ線透視撮影台　
ＤＴＰ－５０００Ａ形

特管 （設置）

【形状・構造及び原理等】
＊＊1.構成

(1)標準構成
1)撮影台本体
2)遠隔操作パネル　その　1
標準構成の　2)　は、オプション構成品の　4)　と替えて使用す
ることができます。

(2)付属品
1)マイクロホン
2)補助支脚

(3)オプション構成
1)電動ショルダレスト
2)圧迫筒ユニット
3)遠隔操作パネル　その　2

(4)組み合わせ装置・機器
1)Ｘ線管装置
2)Ｘ線高電圧装置
3)Ｘ線蛍光増倍管装置
4)Ｘ線テレビカメラ
5)Ｘ線テレビモニタ
6)間接撮影用カメラ
7)カメラアダプタ
8)光学系
9)デジタルラジオグラフィ
10)画像処理装置
11)光輝尽性蛍光板
12)Ｘ線用グリッド
13)医用Ｘ線可動絞り

　
＊＊2.各部の名称

・組み合わせ例

＊3.電気定格
(1)定格電源電圧　　：　単相交流　100V
(2)定格電源周波数　：　50/60Hz
(3)電源入力　　　　：　1.7kVA
(4)接地　　　　　　：　Ｄ種接地
(5)保護の形式　　　：　クラス Ⅰ
(6)保護の程度　　　：　B　形装着部を持つ機器
(7)EMC　規格　　　　：　この装置は、IEC60601-1-2：2001　に

　　　　　　　　　　適合しています。
4.本体寸法および質量
単位　寸法：mm、質量：kg
・透視撮影台本体
　1955（幅）、2075（高さ）、1400（奥行）、約　650（質量）
　※：寸法は最大値です。

＊5.動作原理
本装置は、消化器系のＸ線画像診断を対象とする患者台で、Ｘ線
透視を必要とする画像撮影に際して、患者の位置決め及び保持を
します。撮影台本体は遠隔操作パネル内のスイッチにより起倒、
天板左右動、天板ローリング、及び組み合わせ装置で対向したＸ
線管装置とＸ線蛍光増倍管装置が体軸方向に前後動をします。前
記操作により患者の位置決めを行います。
人体を透過したＸ線は、組み合わせのＸ線用フイルム又はＸ線平
面検出器に診断画像を記録します。また、透視時は組み合わせの
Ｘ線蛍光増倍管装置を介してモニタに透視像を表す患者台です。

【使用目的、効能又は効果】
＊消化器系のＸ線画像診断を対象とする患者台で、Ｘ線透視を必要
とする画像撮影に際して、患者の位置決め及び保持をします。

【品目仕様等】
＊1.寝台起倒範囲　　　　　　：　立位 （90°）～水平位 （0°）

　　　　　　　　　　　　　　～逆傾斜 （-45°）
＊2.Ｘ線管／I.I.　　　　　　：　820mm　～　1440mm（0°及び　

上下動移動距離　　　　　　　90°）
　　　　　　　　　　　　　　820mm　～　1330mm（-45°　～　
　　　　　　　　　　　　　　89°但し　0°を除く）

＊3.天板左右動移動距離　　　：　±100mm
＊4.天板ローリング回転範囲　：　±30°

【操作方法又は使用方法等】
＊＊1.使用環境条件

(1)周囲温度　：　10℃　～　40℃
(2)相対湿度　：　30％　～　85％ （結露しないこと）
(3)気圧　　　：　700hPa　～　1060hPa

　
＊2.操作方法

使用方法の概略を以下に示します。詳しくは、取扱説明書
（2B621-185J、2B621-387J、又は　2B621-502JA）を参照してくだ
さい。
(1)使用前の作業
1)システムの電源を投入します。
2)日常の始業点検 （装置の周囲含む）を実施します。

取扱説明書を必ずご参照ください。
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(2)装置の使用
1)撮影台を立位位置にして撮影台の天板に患者を載せます。
2)組み合わせ装置のＸ線高電圧装置で透視を行い、組み合わせ
装置のＸ線テレビモニタ等で透視画像を見ながら、操作レバ
ーで天板上の患者の移動 （左右動、前後動、ローリング）を
行い、撮影部位の位置合わせをします。

3)組み合わせ装置のＸ線高電圧装置により、位置合わせした部
位の撮影を行います。

4)撮影作業が終了後、撮影台を立位位置にします。
5)撮影台の天板より患者を降ろします。

(3)使用後の作業
1)終業点検 （外観等）を実施します。
2)システムの電源を遮断します。

【使用上の注意】
＜禁忌・禁止＞
1.この装置は防爆形ではないので、装置の近くで可燃性および爆発
性気体を絶対に使用しないこと。

2.患者自身の状態によって、患者を危険な状態にすると判断される
場合には、検査をこの装置で行わないこと。

3.装置に消毒剤や洗剤、水をかけたり、噴霧したりしないこと。ま
た、患者の血液や体液がかからないようにすること。
　

＜使用注意＞
＊1.次のような患者の場合には、介添者をつけるなど慎重に検査を行

うこと。
高血圧・心臓疾患・循環器障害・神経質・衰弱している・身体障
害者・幼児など
　

＜重要な基本的注意＞
1.寝台から患者が落ちないように注意すること。
(1)寝台を逆傾斜させる場合には、必ずショルダレストを使用する
こと。

(2)透視撮影台の起倒角度を逆傾斜　20°以上で使用するときは、
十分注意すること。

(3)フットレスト、ショルダレスト、ハンドグリップなど付属品は
位置ズレや脱落などないよう確実に取り付けること。

2.操作中は患者が医師・診療放射線技師の指示を守り、安全な体位
でいることを常に確認すること。

3.天板上に物を置かないこと。天板上に不要なものを置いたまま起
倒動作を行うと、物が滑り落ちて患者に当たったり、床に落下し
たりするおそれがある。

4.操作中は、患者の指・手・腕が装置に挟まれないように注意する
こと。

5.患者が長い髪または垂れ下がるもの （ネックレス・スカーフ・ス
カート）を身に付けていたら、ヘアバンドをする、アクセサリを
取り外す、衣服を着替えさせるなどの指導、または適切な対応を
行うこと。

6.患者へのＸ線被ばくを低減すること。
(1)不要な部位へのＸ線被ばく量を減らすため、Ｘ線可動絞りで必
要な部位だけにＸ線照射範囲を絞り込むこと。

(2)透視による被ばく量を減らすために、透視Ｘ線の照射　ON/OFF
　をこまめに切り換え、透視時間を必要量最小限に抑えること。

7.医師、診療放射線技師、および看護師など医療従事者へのＸ線被
ばくの低減を図ること。
(1)適切なＸ線防護手段を講じること。
(2)患者へのＸ線ばくの低減は、医療従事者へのＸ線被ばくの低減
にもつながる。

8.操作をする前に、患者に次の指示をすること。
(1)天板の中央に載り、必ずハンドグリップを握る。
(2)フットレストに足裏全体をつける。
(3)腕 （手）足を天板からはみださない。
体位を変換したときは、再度患者に指示を与えること。

9.患者が次に示すものに触れないよう指示すること。
(1)ハンドグリップ、フットレスト、ショルダレストの固定つまみ
(2)Ｘ線管装置およびＸ線可動絞り
(3)バリウムカップ受け
(4)圧迫筒

10.圧迫動作中に、天板左右動・Ｘ線管／I.I.　上下動などの動きを
加える手法は、患者に苦痛や危害を与えるおそれがある。この操
作は慎重に行うこと。このとき注意を促すために、ALARM　ブザー
が鳴る。

11.組み合わせて使用する機器、または物などをクリアゾーン内に置
かないこと。

＊12.操作中は、製品の動作部に操作者、看護師、介添者、その他スタ
ッフが近づいたり、触れたりしないことを確認すること。

13.装置の電源が"ON"になっているとき、装置から離れて不在にしな
いこと。

14.操作中に、緊急な停止を必要とする場合は、「緊急停止スイッチ」
を押すこと。ただちに透視撮影台の電源を切ることができる。

15. 「緊急停止スイッチ」を押しても電源が遮断されない場合は、設
置してある電源ブレーカを遮断すること。

16.緊急時以外に、動作を止める目的で 「緊急停止スイッチ」を押さ
ないこと。

17.装置が使用不能になったときは、点検と安全を確認すること。正
常な状態に復帰しないときには、操作を停止して、当社指定のサ
ービスセンタの点検を受けること。

18.使用中、支障をきたすような画像異常が生じた場合は、ただちに
使用を停止して、最寄りのサービスセンタへ連絡すること。

19.緊急停止をした場合は、サービスセンタによる製品点検後、電源
を再投入すること。

20.装置に異常がある場合や故障した場合は、装置の電源を切って
「使用禁止」などの適切な表示をし、最寄りのサービスセンタに
修理を依頼すること。

21."撮影Ｘ線スイッチ"はＸ線照射が完全に終わるまで押し続けるこ
と。途中で離すと、完全に撮影されない。
　

＜相互作用＞
＊1.併用禁忌
(1)装置が誤動作するおそれがあるので、装置を設置した部屋には
携帯電話等の電波を発する機器類を持ち込まないこと。また、
患者などが持ち込んだ場合は、これらの機器の電源を切るよう
管理・指導すること。

(2)標準付属品以外の他装置の付属品をこの製品に組み合わせて使
用しないこと。
　

＜不具合・有害事象＞
1.その他の不具合
(1)製品を使用する環境について

・Ｘ線室は十分なＸ線防護物を設置して使用すること。
・装置を風通しの良い乾燥した場所に据え付けること。
　湿気やチリの多い場所では、電気絶縁物の寿命が低下したり、
　金属部が腐食したりする。

(2)JIS　規格品以外のＸ線フィルムは使用しないこと。
　

＜高齢者への適用＞
1.高齢者の検査には必要に応じて介添者を付けること。
　

＜妊婦、産婦、授乳婦及び小児等への適用＞
1.小児、妊婦や妊娠の疑いのある患者に使用する場合は慎重に行う
こと。

2.小児の検査には必要に応じて介添者を付けること。
　

取扱説明書を必ずご参照ください。
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＜その他の注意＞
1.次のような消毒剤を使用しないこと。製品に損傷を与える。
消毒により損傷した製品は性能および安全性を保証できない。
(1)塩素系消毒剤など金属やゴムに対して強い腐食性を持つ消毒剤
(2)消毒剤の取扱説明書に、金属、プラスチック、ゴム及び塗装の

うち一つでも、使用が不適と注意書きのあるもの
(3)ホルマリンガスやスプレータイプのように、製品内部に入り込
むおそれのある消毒剤

(4)シンナやアルコールなど揮発性の高い溶剤や、コンパウンドな
ど研磨剤入りのもの

2.製品の電源を切った状態で、消毒・清掃すること。消毒後は、室
内を十分換気してから使用すること。

3.周囲の人を放射線障害から守るため、適切にＸ線遮断された構造
の部屋、または車両に据え付けること。
　

＊この他にも、この装置を使用するに当たっての注意事項が、取扱説
明書の冒頭にピンクや黄色のページにまとめて記載してあります。
装置を使用する前に必ずお読みください。
取扱説明書 （2B621-185J、2B621-387J、又は　2B621-502JA）
　「安全上の注意」、 「使用・管理に関する重要情報」
　「保証について」、 「免責事項について」
　「このマニュアルの使い方」

【貯蔵・保管方法及び使用期間等】
＊＊1.輸送及び保管条件

(1)周囲温度　：　-10℃　～　60℃
(2)相対湿度　：　　30％　～　95％ （結露しないこと）
(3)気圧　　　：　500hPa　～　1060hPa

　
2.耐用期間

指定された保守点検を実施した場合に　10　年です。
（ただし、耐用期間は使用状態により変化するため、個別に定
める場合はこれを優先します。）
なお、耐用期間内においても次の部品は交換が必要です。
1)定期交換部品
2)消耗部品
3)故障部品

＊また、装置を構成する部品の中にはモデルチェンジの周期が短い
一般市販部品があり、耐用期間内であってもサービスパーツを供
給できなくなる場合があります。
　

＊3.定期交換部品
(1)シリコーンプレート（交換期間：1　年）
(2)ヒューズ （交換期間：1　年）
(3)リレー （交換期間：3　年）

　
＊4.消耗品

特にありません。

【保守・点検に係る事項】
＊保守点検には、「使用者による保守点検」および 「業者による保
守点検」があります。

＊1.使用者による保守点検
「始業点検」と 「終業点検」を実施してください。
詳しくは、取扱説明書 （2B621-185J、2B621-387J、又は　2B621-
502JA）の 「5.1　始業点検」、「6.10　終業点検」を参照してく
ださい。
　

＊2.業者による保守点検
定期点検を行ってください。
サービスエンジニアが行う点検です。
詳しくは、取扱説明書 （2B621-185J、2B621-387J、又は　2B621-
502JA）の 「第　8　章　製品を保守するために」を参照してくださ
い。

【包装】
＊1　台単位で包装する。

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称及び住所等】
製造販売元
東芝メディカル製造株式会社
住所：〒324-0036

栃木県大田原市下石上　1385　番地
ご連絡は東芝メディカル製造㈱　品質保証部にお願い致します。
ＴＥＬ：0287-29-2200（ダイヤルイン）
販売元
東芝メディカルシステムズ株式会社
TEL　：03-3818-2111（総合案内）
本社／住所

：〒324-8550
栃木県大田原市下石上　1385　番地

休日・夜間　お客様コール受付窓口
東芝メディカルコールセンタ
お客様専用フリーダイヤル：0120-1048-01
開設時間：
営業日　17：30　～　翌日　9：00
休業日　　9：00　～　翌日　9：00
製造元
東芝メディカル製造株式会社
最寄りのサービスセンタ
　
　
　
　

取扱説明書を必ずご参照ください。
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